
散水消雪工 

 

 散水消雪施設の管材料は、硬質塩化ビニル管を標準とする。ただし、取水施設内等で

塩ビ管で施工することが困難な場合には、鋼管を使用するものとする。 

 プレキャスト消雪ブロックの採用にあたっては、現場打ちによる施工と経済性等を比

較のうえ、使用するものとする。 

 

１ 塩ビ管使用のプレキャスト消雪ブロック設置工 

  積算資料（北陸版）財団法人経済調査会発行の「消雪パイプ（プレキャスト）」施

工単価を採用する。施工単価には、プレキャストブロック製品費を含んでいるが、共

通仮設費の対象とする。 

 

２ 塩ビ管使用の現場打消雪送水管・散水管据付工（人／５５ｍあたり） 

（１）散水管 

管 径 65mm 75mm 100mm 125mm 150mm 200mm 

普通作業員 2.06  2.06  2.60  3.15  3.58  4.56  

配 管 工 2.26  2.26  2.78  3.29  3.80  4.94  

諸雑費(％) 2 2 2 2 2 2 

（２）送水管 

管 径 65mm 75mm 100mm 125mm 150mm 200mm 

普通作業員 1.75  1.75  1.88  2.51  2.95  3.82  

配 管 工 1.95  1.95  2.15  2.68  3.18  4.20  

諸雑費(％) 2 2 2 2 2 2 

 

３ 輪荷重がかからない箇所の送水管 

  輪荷重がかからない箇所（例：道路法尻、取水用地内等）の送水管には、下図を標

準とする。 
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６．ブラッシング＋ベーリング＋スワッピング作業歩掛（１日当り）･･････大清掃

表ー８

単位 数量

人 0.5

〃 1.0

〃 1.0

日 1.0

〃 1.0

㍑

％ 20.0

〃 30.0

表－９

計

雑 品

油 脂 類

軽 油

さく井機械を使用して井戸内の清掃を行うものである。

ブラッシングでストレーナー部を掃除し、ベーリングでスケールを除去しやす

くした後、スワッピング用具を使用してストレーナー廻りのスケール等の除去

排出をする。最後にベーラーにより井戸底の埋没土砂の浚いをする。

規　　格名　　称

燃料消費率×機関出力×7h

作業の範囲

モータ式

発動発電機損料

さ く 井 機 損 料

普 通 作 業 員

特 殊 作 業 員

一般土木世話役

摘　　要

人件費計の

軽油金額の

同　上

同　上

（表ー９）参照

３００φ
５１～１００ｍ

２００～２５０φ
１０１～１５０ｍ

標 準 作 業 日 数

さ く 井 機 損 料

  　   　井戸
  　    　 規模

発 動 発 電機 損料

２００～２５０φ
５１ｍ～１００ｍ

２００～２５０φ
  ５０ｍ以内

４２kw

５日４日

１５kw１５kw

３００φ
５０ｍ以内

―

６日

２２kw

（注） １．ブラッシング＋ベーリング＋スワッピングの組合せの場合のみ本歩掛を適用する。

２．雑品には、ブラッシング用具損料及びスワッピング用具損料等を含む。
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７．二重ケーシング作業歩掛（１日当り）･･････井戸の修繕

表ー１０
単位 数量

人 0.5

〃 1.0

〃

〃

日 1.0

〃 1.0

㍑

％ 20.0

日 1.0

％ 5.0

表－１１

作業の範囲

名　　称 規　　格 摘　　要

一 般 土 木 世 話 役

特 殊 作 業 員

普 通 作 業 員 （表ー１１）参照

さ く 井 機 損 料 モータ式 同　上

発 動 発 電 機 損 料 同　上

燃料消費率×機関出力×7h 同　上

油 脂 類 軽油金額の

さく井機械を使用して行うものである。

既設ケーシング管の内側に新たにストレーナーを配置したケーシング管を設置す

る。

同　上溶 接 工

７kw×２００Ａ溶 接 機 運 転

雑 品 人件費計の

計

軽 油

３００φ
１００ｍ以内

２００～２５０φ
　１５０ｍ以内

溶 接 工

発 動 発 電 機 損 料

さ く 井 機 損 料

  　   井戸
  　   　 規模

４２kw

２．０人

５．０人

２２kw

３００φ
１０１ｍ以上

２００～２５０φ
　１５１ｍ以上

１．０人

４．０人

１５kw

普 通 作 業 員

（注） ケーシング管挿入にあたって管外周に砂利を充填する場合は、別途に吊込み管損料とケーシン

グ管と吊込み管のジョイント及び充填砂利を計上する。
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